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事業開発コンサルタントとして活躍する傍らソプラノ歌手として
国内外で演奏活動を行う異色のキャリアを持つ秋山ゆかりさんに
これからのグローバル社会を生き抜くためのキャリアの描き方を教えていただく。

グローバルキャリアのつくり方

　10 年先、20 年先、あなたはどうなっていたいですか？
　私が最も苦手とする面接での質問です。なぜならば、
結婚、出産、子育て、介護と、女性の人生にはいろいろ
なイベントがあり、自分一人で決められないことが多い
からです。また、IT 技術の発達で、世界が大きく変わっ
ているタイミングでもあり、未来を予測するのが難しく
なっています。自分の動き方次第で、予想もしなかった
ところにキャリアも人生も進んでいくからです。
　今年、大学院を卒業してちょうど 20 年になります。
学生の頃は、20 年後は専業主婦をしているだろうなあ
と思っていました。実際は、世界中を飛び回って新規事
業を起こし、政策や戦略を作る仕事をしながら、声楽家
としてコンサートをし、子育てに奮闘しています。
　24 歳で離婚し、専業主婦ではなく、仕事をずっと持
ち続けると決めた後でも、まさか 30 代で声楽を勉強す
るためイタリアへ留学し、中東や東南アジア、ロシアで

今号のまとめ

1 未来は自分の行動で変えられる。

2 好奇心を持ってなんでも挑戦し選択肢を増やす。

3 世界の変化は人と会って体感する。

仕事をすることになるとは思っていませんでした。まし
てや、独立してワーキングマザーになっているとは想像
すらしていませんでした。未来を描かなくても、目の前
の課題や悩みに向き合い、動くことを止めなければ、ちゃ
んと人生は進んでいくものです。

　自分のキャリアや人生が広がっていったのは、選択肢
を狭めない生き方をしていたからだと思います。海外
で仕事をしたいと思ったら、手をあげて飛び込む。知
らない業界でも仕事が回ってきたら躊躇せず挑戦する。
歌ったことのない分野の曲でも、歌うきっかけがあれば
ちょっと難しくても背伸びをする。なぜなら、同じとこ
ろにいると、自分の成長スピードが遅くなり、視野が狭
くなることに危機感を持っていたからです。また、自分
の仕事に他の業界や職種の視点を取り入れることで、よ
り良い仕事ができるようになります。これこそが、未来
を創っていく仕事のやり方だと思うのです。

　最近とても大きな影響を受けたのは、パキスタンでの
仕事でした。ノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフ
ザイさんのスピーチを聞いて、パキスタンは危険で女性
差別が激しい国という印象を持っていましたが、実際に
仕事をしてみると、ちょっと違うのです。
　ある会議でいつも通りベールをかぶって出席したら、

「今日は女性しかいないからベールをはずしても平気よ」
と声をかけられました。ふと周囲を見回すと、部屋は女
性のみ。「男に任せるといらない建物しか造らないから、
女が中心になって計画を練っているのよ」。英国の大学
で博士号を取得し、欧米企業でマネジメント経験を持つ
パキスタン女性が豪快に笑いながら言いました。「マイ
ノリティだからこそできることがある。この国の未来は
自分たちがつくるのだから」。そう言いながら、子育て
も家事もしながらキャリアを積み、自国のために生き生
きと働く彼女たちから多くの刺激を受けました。
　人との交流によって、自分の視野をどんどん広げてい
く。柔軟にいろいろな考え方を吸収していく。このよう
にして、私はこれからも、自分のキャリアや生き方を磨
き続けていきたいと思っています。
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目の前の課題に向き合えば
おのずと人生は進んでいく

多様な価値観に触れて
生き方を磨いていこう

Create Your Career

選択肢を狭めない生き方が
キャリアを切り開く

『モモ』

　児童文学ですが、大人になって読み
返すと、違った受け止め方ができる本で
す。「時間どろぼうと、ぬすまれた時間
を人間にとりかえしてくれた女の子のふ
しぎな物語」の中で、エンデは、時間と
は意識であることを説いています。日々
の生活に追われると、私はこの本を読み

なおします。この本で「悪」とされてい
る時間を節約して生きることも、意識的
に選択していれば悪にはならないと思い
ます。物事の両面を理解して、スピード
よく生きる瞬間と、ゆっくりじっくり過
ごす時間と、自分で決めて生きて行きて
いきたいです。
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